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◆
児
童
扶
養
手
当

離
婚
や
死
別

な
ど
の
理
由
で
ひ
と
り
親
家
庭
、
ま

た
は
父
親
が
重
度
の
障
が
い
を
有
す

る
状
態
で
、
18
歳
に
達
し
た
日
の
属

す
る
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
子
育
て
支
援
室
1
内

線
２
６
７
５
へ
。

高
齢
者
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

ね
た
き
り
な
ど
で
理
美
容
店
に
行

く
こ
と
が
困
難
な
65
歳
以
上
の
市
民

の
方
の
た
め
に
、
理
美
容
組
合
の
理

美
容
師
が
お
宅
に
伺
い
、
調
髪
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

対
象
は
介
護
保
険
の
要
介
護
度
３

以
上
の
方
、
ま
た
は
心
身
の
健
康
状

態
お
よ
び
ご
家
族
の
状
況
か
ら
、
自

ら
理
美
容
店
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
方
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
民
生
委

員
な
ど
の
確
認
の
署
名
押
印
が
必

要
）。
施
設
入
所
者
、
入
院
中
の
方

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
回
数
は

年
４
回
ま
で
。
自
己
負
担
額
は
１
回

500
円
。

▼
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参

し
、
高
齢
者
支
援
室
（
市
役
所
１
階

⑫
番
窓
口
）
ま
た
は
市
内
各
在
宅
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
む
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

２
５在

日
外
国
人
高
齢
者
な
ど
に

福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

在
日
外
国
人
高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ど
で
、
公
的
年
金
の
受
給
要
件
を

制
度
上
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
方

に
、
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
は
公
的
年
金
の
受
給
要
件
を

制
度
上
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
特

別
永
住
者
な
ど
（
昭
和
61
年
３
月
31

日
以
前
か
ら
日
本
国
に
居
住
）
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
大
正
15
年
４
月
１
日
以
前
に
生

れ
た
方
、
②
昭
和
37
年
１
月
１
日
以

前
に
生
れ
た
方
で
、
昭
和
57
年
１
月

１
日
前
に
中
度
以
上
の
障
が
い
を
有

し
た
方
、
③
昭
和
22
年
１
月
１
日
以

前
に
生
れ
た
方
で
、
昭
和
57
年
１
月

１
日
〜
昭
和
61
年
３
月
31
日
に
中
度

以
上
の
障
が
い
を
有
し
た
方
。
支
給

額
は
月
額
１
万
円
。

▼
外
国
人
登
録
証
・
本
人
名
義
の
口

座
番
号
（
郵
便
局
を
除
く
）
・
印

鑑
・
（
障
が
い
を
有
す
る
方
は
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
・
障
が
い
の
発
症

日
な
ど
を
確
認
で
き
る
書
類
）
を
持

参
し
、
高
齢
者
支
援
室
（
市
役
所
１

階
⑫
番
窓
口
）
へ
申
し
込
む
。

※
た
だ
し
、
ほ
か
の
自
治
体
か
ら

同
趣
旨
の
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る

方
、
前
年
の
所
得
が
基
準
以
上
の
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

２
５

満
70
歳
以
上
の
都
民
の

方
は
都
バ
ス
、
都
営
地
下

鉄
、
都
電
、
都
内
民
営
バ

ス
（
小
田
急
バ
ス
、
京
王

バ
ス
な
ど
）
を
利
用
で
き

る
「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ

ス
」
が
申
し
込
め
ま
す

（
寝
た
き
り
状
態
の
方
は
除

く
）。申込

み
は
満
70
歳
に
な

る
月
の
初
日
か
ら
で
き
ま

す
。
パ
ス
の
有
効
期
間
は

発
効
日
か
ら
平
成
17
年
９

月
30
日
ま
で
で
す
。

満70歳になったら東京都シルバーパス

◆
申
込
み
時
に
必
要
な
も
の

◇
市
民
税
が
非
課
税
の
方

負
担
金
１
千
円
、
現
住
所
・
氏

シルバーパス交付窓口
交　付　窓　口 住　　　　所

小田急バス武蔵境営業所 武蔵野市境南町５－１－18
小田急バス吉祥寺営業所 武蔵野市吉祥寺南町３－１－６
小田急バス三鷹案内所 下連雀３－307－２（JR三鷹駅南口）
小田急バス吉祥寺南口案内所 武蔵野市吉祥寺南町１－３－３
小田急バス吉祥寺北口案内所 武蔵野市吉祥寺南町１－１－24
小田急バス武蔵境駅南口案内所 武蔵野市境南町２－１
小田急バス仙川案内所 調布市仙川２－19－５

三
鷹
市
手
話
通
訳
者

登
録
試
験

三
鷹
市
の
「
登
録
手
話
通
訳
者
」

に
な
る
た
め
の
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
試
験
に
合
格
す
る
と
市
主

催
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

◆
受
験
資
格

在
勤
・
在
学
者
を
含

む
市
民
で
、
三
鷹
市
手
話
講
習
会
の

通
訳
コ
ー
ス
修
了
者
ま
た
は
同
程
度

の
技
術
を
お
持
ち
の
方
。

▽
４
月
23
日
g
午
後
１
時
〜
５
時
、

市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
会
議
室
で
。

試
験
内
容
は
、
①
手
話
の
読
み
取
り
、

②
手
話
表
現
、
③
面
接
。
筆
記
用
具

持
参
。

▼
４
月
11
日
b
〜
15
日
f
に
地
域
福

祉
課
1
内
線
２
６
１
８
（
市
役
所
１

階
⑭
番
窓
口
）
へ
直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む
。

統
合
失
調
症
、
て
ん
か
ん
性
頭
痛
。
こ
れ
が
カ

ル
テ
に
あ
る
Ａ
さ
ん
の
病
名
で
す
。
現
在
62
歳
の

Ａ
さ
ん
は
約
30
年
こ
の
病
と
つ
き
あ
っ
て
き
ま
し

た
。

◆
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
が
引
き
金
に

発
病
は
30
歳
ご
ろ
。
卒
業
後
つ
い
て
い
た
仕
事

か
ら
国
会
議
員
の
秘
書
に
替
わ
っ
て
か
ら
で
す
。

質
問
の
準
備
や
法
案
審
査
な
ど
激
務
で
徹
夜
が
続

く
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
Ａ
さ
ん

は
議
員
会
館
で
泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

何
か
変
か
な
、
自
分
で
も
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。

ベ
ラ
ン
ダ
の
鯉
の
ぼ
り
に
盗
聴
器
が
隠
さ
れ
て
い

る
気
が
す
る
。
肉
に
毒
が
入
っ
て
い
る
か
ら
買
う

な
と
女
房
に
言
っ
た
。
妄
想
、
幻
覚
、
幻
聴
が
あ

っ
た
の
で
す
。

病
院
へ
と
言
わ
れ
た
と
き
、
精
神
病
院
は
嫌
で

し
た
。
で
も
薬
を
飲
ん
で
ぐ
っ
す
り
眠
れ
た
と
き

の
安
心
感
。
妄
想
も
消
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
薬

の
副
作
用
で
会
議
に
集
中
で
き
ず
、
病
院
通
い
も

重
な
り
、
結
局
秘
書
の
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。

生
活
の
た
め
働
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
建

築
会
社
の
歩
合
制
の
仕
事
だ
け
で
は
食
べ
ら
れ
ず

共
働
き
で
し
た
。
初
め
て
の
入
院
。
自
分
の
ふ
が

い
な
さ
に
40
代
も
半
ば
近
く
に
離
婚
。
こ
の
と
き

は
娘
が
悲
し
ん
で
逆
に
説
教
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
地
域
で
話
せ
る
仲
間
に
出
会
え
た

そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
ま
し
た
。
ビ
ル

管
理
、警
備
、清
掃
。
し
か
し
バ
イ
ク
で
事
故
を
起

こ
し
手
術
、
労
災
認
定
。
リ
ハ
ビ
リ
し
な
が
ら
今

普通に
暮らしてます

第4回

度
は
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
障
が
い
者
の
仲
間
に
出
会
っ
た
の
で
す
。

一
人
で
悶
々

も
ん
も
ん

と
し
て
い
て
何
か
な
い
か
と
訪
ね

た
保
健
所
、
保
健
師
さ
ん
が
親
切
に
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
紹
介
さ
れ
た
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ま
ず
ご
飯
が
お
い
し
か
っ
た
な
。

こ
こ
で
は
何
よ
り
も
病
気
の
こ
と
を
自
由
に
話
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
隠
し
て

い
た
こ
と
を
気
に
せ
ず
話
し
合
え
る
仲
間
に
地
域

で
出
会
え
た
の
で
す
。
正
直
言
っ
て
ま
だ
偏
見
は

あ
り
ま
す
。
近
所
の
人
は
見
な
い
よ
う
で
い
て
見

て
い
ま
す
。
変
な
こ
と
し
な
い
か
な
、
な
ん
て
。

で
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
運
動
で

実
現
し
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
助
け
も
あ
り
、私
自

身
生
活
が
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
も
成

長
し
結
婚
。
で
き
れ
ば
復
縁
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

精
神
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
地
域
で
普
通
の
生

活
が
で
き
る
の
で
す
。
仕
事
が
で
き
る
の
で
す
。

多
く
の
仲
間
の
た
め
に
も
偏
見
を
な
く
し
た
い
。

こ
れ
が
課
題
で
す
。

◆
い
ま
、
伝
え
た
い
こ
と

Ｂ
さ
ん
48
歳
。
統
合
失
調
症
の
発
病
は
16
歳
の

と
き
で
す
か
ら
、
病
と
の
つ
き
あ
い
は
30
年
を
超

え
ま
す
。
そ
の
間
、
実
家
の
手
伝
い
か
ら
就
職
、

結
婚
、
数
回
の
転
職
、
そ
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
。

女
房
と
二
人
の
生
活
は
楽
し
か
っ
た
。
生
活
守

る
た
め
、
食
わ
せ
る
た
め
一
生
懸
命
働
い
た
。
働

く
喜
び
と
生
き
が
い
が
あ
っ
た
。
で
も
（
病
気
を
）

隠
し
て
働
く
の
は
つ
ら
か
っ
た
。
だ
か
ら
続
か
な

か
っ
た
。

い
ま
Ｂ
さ
ん
が
力
を
注
い
で
い
る
の
は
作
業
所

の
自
治
会
活
動
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
の
末
に

出
会
っ
た
こ
の
場
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
。
で
も

積
極
的
に
動
く
メ
ン
バ
ー
は
少
な
く
、
も
っ
と
理

解
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
も
募
り
ま
す
。

も
う
一
つ
、
今
後
力
を
入
れ
た
い
の
は
講
演
活

動
。
病
院
で
あ
っ
た
こ
と
、
作
業
所
で
の
生
活
な

ど
を
オ
ー
プ
ン
に
率
直
に
語
り
ま
す
。
精
神
障
が

い
を
正
し
く
理
解
し
て
ほ
し
い
か
ら
身
を
さ
ら
す

の
で
す
。

聴
い
て
く
れ
る
人
も
い
る
ん
だ
な
！
　
初
め
て

講
演
し
た
と
き
の
す
べ
て
を
吸
い
取
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
静
け
さ
を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の

経
験
を
通
し
て
伝
え
た
い
の
で
す
。
障
が
い
者
に

や
さ
し
い
社
会
を
作
ろ
う
と
。

（
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
委
員
会
）

※
市
内
の
精
神
障
が
い
の
た
め
の
通
院
医
療
費
公

費
負
担
申
請
者
数
は
１
千
988
人
（
推
計
）。
精

神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
612
人
（
推

計
）。
い
ず
れ
も
、
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
「
〒

181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
地
域
福
祉
課
」
・
5

47
―
９
５
７
７
・

chiiki@
city.m

itaka.
tokyo.jp

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

名
・
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
ま
た
は
保
険
証
）、
住
民

税
非
課
税
証
明
書

◇
市
民
税
が
課
税
の
方

負
担
金
１
万
255
円
（
平
成
17
年
４

月
〜
９
月
発
行
分
）、
現
住
所
・
氏

名
・
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
ま
た
は
保
険
証
）。

▼
最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
交
付
窓

口
（
上
表
参
照
）
へ
申
し
込
む
。

※
三
鷹
市
役
所
で
は
取
り
扱
い
ま

せ
ん
。

e

小
田
急
バ
ス
武
蔵
境
営
業
所

1
31
―
６
１
９
１

児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込
み

ま
す

平
成
16
年
12
月
〜
平
成
17
年
３
月

分
の
児
童
扶
養
手
当
を
４
月
８
日
f

に
指
定
預
金
口
座
に
振
り
込
み
で
支

給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
金
融
機
関
に

よ
っ
て
は
２
〜
５
日
遅
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

コース

初級
昼の部
夜の部

昼の部
中級

夜の部

昼の部
上級

夜の部

通訳 夜の部

会場（予定）

公会堂別館

福祉会館

福祉会館

福祉会館

定員

各30人

各30人

各25人

20人

対象者・応募資格
初めて手話を学び、会話程度の技術を身につけた
い方。
初級修了者または同程度の手話技術を有する方
で、専門語の手話を覚え、聴覚障がい者の生活を
学びたい方。
中級コース修了者または同程度の手話技術を有す
る方で、三鷹市登録手話通訳者を目指す健聴者。
実地体験や模擬体験を主体としたコース。三鷹市
登録手話通訳者として活動することを目指す健聴
者。選考試験があります。

平成17年度三鷹市手話講習会の参加者募集
技術レベルに応じた各コース（別表参照）を設定し開催します。対象は在勤・在
学を含む高校生以上の市民で原則として健常者の方。
u各コースとも５月24日～平成18年３月７日の火曜日（全30回）。昼の部＝午後１時
30分～３時30分、夜の部＝午後６時50分～８時50分。講習にかかる資料、テキスト
代は自己負担。
s４月８日f（消印有効）までに、往復はがきに「平成17年度三鷹市手話講習会参
加希望」、①コース名・昼夜の別、②住所、③氏名（ふりがな）、④電話番号（連絡
がとれる番号を明記のこと）、ファクス番号、⑤手話講習会修了コース名（修了年度）、
⑥手話学習年数、⑦手話サークルに所属している方はサークル名、⑧在勤（在学）
の方は勤務先（学校）名・所在地、電話番号を記入し「〒181－8555三鷹市役所地域
福祉課障がい者福祉係」へ申し込む（各コースとも定員を超えた場合は４月19日c

に抽選）。
※通訳コースは選考試験（５月７日g予定）を行います。くわしくは返信はがき
でお知らせします。
※初級・中級・上級コースの修了者が再び同じコースを受講することはできません。
※中級・上級コースは、平成16年度初級・中級コースを修了した方を優先します。
ただし、修了者も申込みが必要です。
※お子さんを連れての受講はご遠慮ください。
e地域福祉課1内線2618
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地
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鷹
市
で
は
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福
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県
西
方
沖
地
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に
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る
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へ
の
義
援
金
を
受
け
付
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て
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◆
設
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①
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役
所
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階

市
民
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ー
ル
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付
カ
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②
福
祉
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館
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◆
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置
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５
月
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日
c
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で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
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①
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午
前
９
時
〜
午
後
４
時
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②
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前
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時
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分
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後
５

時
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分
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